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本論文では, ペル方程式の基本解の導出を主な目的として取り上げる. ここで, ペル方

程式とその基本解は次のように定義されるものである.

定義 6. T, U を整数変数とする方程式

(1) T 2 −DU2 = 1

をペル方程式と呼ぶ. また, ϵ′ ∈ Rを

ϵ′ := min{t+ u
√
D | t, u > 0, (t, u)は (1)の解 }

と定義し, ϵ′ = t+ u
√
Dを満たす (t, u)を (1)の基本解と呼び, (t0, u0)と表す.

さらに, X,Y を整数変数, σ ∈ {−1, 1}とする方程式

(2) X2 −DY 2 = 4σ

に対し, ϵ ∈ Rを

ϵ := min{x+ y
√
D

2
| x, y > 0, (x, y, σ)は (2)の解 }

と定義し, ϵ = (x+ y
√
D)/2を満たす (x, y, σ)を (2)の基本解と呼び, (x0, y0, σ0)と表す.

上記の定義より, ペル方程式の基本解を求めるためには, ϵ′を求めればいいことがわか

る. そこで, 整数 s, qを

s :=

{
2 (D ≡ 0, 1 (mod 4))

1 (D ≡ 2, 3 (mod 4)),
q :=

{
0 (D ̸≡ 1 (mod 4))

1 (D ≡ 1 (mod 4))

で定め, 2次無理数 δ = (q +
√
D)/sの連分数展開より作られる整数列 {Gj}, {Bj}とある

自然数 n, kを用い, D ̸∈ {2, 3, 5, 8, 12}の条件の下で, ϵ′が

ϵ′ =

(
Gn +Bn

√
D

s

)k

の形で表されることを示す.

また, 本論文では 2次無理数の連分数展開における基本的な性質であるラグランジュの

定理についても証明を与えている.
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